
論題

著者

掲載誌

ISSN

刊行年月

判型

0910-9730

JIS-B5 (182mm × 257mm)

1989 年（平成元年）3月

神奈川県立博物館研究報告―人文科学―　第 15 号

五山版『地蔵菩薩本願経』について

納富常天



五
山
版

『
地
蔵
菩
薩

願
経
』



1

Ⅱ

・

聯

Ｒ

l地蔵菩薩本願経巻上(前欠）首

慨~

畷

~

2地蔵菩薩本願経巻中首

③
Ｆ
３
１
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｐ

・
・
粘
り
靭
籾
？
咀

“

』

』

蝦

跡
』
職

門
毒

が
群

一

墨

が

“

篭

凝

脚総
,

§蕊
鐙＃
F蝿

鴬-幸慈;

豊鳶篝
墓:蕊

;職
溌 蟻 『､

蕊為鰯#!I
";i;繍鱸

雫

鈴
劉

一夫
富
一
切
綴
手
識
錘
翻
痔
織
布
施
嬢
豊
薮
鍵
識
鍵

童
淑
鐵
蕊
誕
認
識
篭
溌
鎚
翰
織
鍾
鐵
鞭
蕊
鶏
舞
鈴
蘂

~~~胡穂
謹
鋤
減
蛎
織
綴
遭
騨
垂
捧
灌
鎚
叡
貧
織
蕊
＆
脅
咋
峰
剛
一

暴
売
裳
壁
慈
鴬
遮
蔦
窮
驚
蕊
撫

蓄
千
弘
導
擢
鍵
七
欝
臭
災
御
遜
承
食
鍵
溌
ｆ
~
‐
灘

葱
譲
遮
識
霧
氷
蕊
趣
漁
織
鐵
識
↑
霧
識
驚
蕊
嘱
謹

鱗

議
譲
鍾
傘
碕
擁
鐙
芋
穣
薯
懲
悪
今
捻
籾
裁~

~
糞
瀕
次
趨
懲
議
索
蒸
錘
煮
譲
霧
篭
奉
警
羅
獺

彰
勺
錘

購織
串 鰹 執

4

N

<

感灘鐵蕊醗驚灘

3地蔵菩薩本願経巻下首



…鍵聯i;
覇;5解

＊ 』

G

烈

~~~~

鶴
辮
薮

斜

騨溌＃ 訳 榔
轆ｺ h脚

#

$

〆
鐸』認§鍔』職蝿1…ミ 》

辞

Ⅱ

Ⅱ

纂

蕊

識

篭

鯛

灘

蕊灘蕊鱗瀧
謙

＃#職騨

譲 》~

蝿

織
窺
鐵
灘
鐵
蕊
鎚
蕊

~鴬~溌
鞘 F,;、
亜 F

霞 篭
爵
識
驚

職離
守

窪
驚
鴬
熟

'

灘 磯鱗
鎚聖舜織

識篭識
駕感； ~

~職蕊
~ ~

4地蔵菩薩本願経巻上尾

舞
醗
蝉
眠
伊
出
騨
齪
祇
珪
陣
隠
瞬
喝
酬
曲
酬
労
宇
器

雛

鞍
驚
露
肝

蕊#
麹錨甥

．
、
酔
設
哩
謂
噴
臨
馨
面

5地蔵菩薩本願経巻中尾

弾

溌

蕊

譽

龍

~

臼

織

職

い

や

Ｅ

か

・

”

~

~

、

~

~

簿

鱒

、

識

~

津

撫

瀞
燕
離
職
熱
燕
卵
￥
癖
鱗
》
鱗
簿
咋
溌
柵
識
輔
蕊
嬬
撚
蕊
師
…
、
驚
蕊
琳
謝
；
卿
“
羅
驚
窯
懲
耀
＃
樹
＃
”
蝿

畷

蝿

擢

無

畿

研

準

患

叩熱哉州酬“沁郡蝿》》ご呼ぶ鍼朧謝》１

吋

》

尽

州

汁

蕊

”

叩

州

州

相

輸

印

…

轆

謝

ゞ

愚

１

離

繊

満

鼠

瀞

Ⅱ

岬

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

糾

『

岬

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｌ

『

卦

酬

叩

』

榊

岬

州

即

一

却

叩

Ⅱ

咋

岬

呼

和

Ⅱ

縦

蒋

奄

蕊

人

恩

愛

捲

叩

踊

罷

開

~

~

~

~

~

~＃
虫輔

『品 E

』 『』 『 : ｝ ・
『職

鶏

'“ 、職

『〃灘
』 鷺灘 ｸ

『 燕瀞噌 ' MJ i
;;"､ー

謝毒葱哩
蒋
挿
洋

f騨
爵鯛 ＃

騨

轆

6地蔵菩薩本願経巻下尾



羅
重
重
薑
壹
懸
錘
‘

訓 叫 懲 痒 叩 哨 雨 韮 汗 馴 咄 再 調 副 川 昇 蔀 繭 諾 （ 意 悶 ） 叫

酬 酬 蕊 痒 叩 嚇 耐 韮 汗 馴 咄 再 識 副 川 弄 燕 許 諾 （ 意 悶 ） 掛 丹

蕊
酢 摺

:
毒
.

::
馨
澪
舜
里
塾
鑿
蓋
議
鍾
壁
誌
F
壷
鑿
二
義
蕊



鎌
倉
時
代
以
降
、
来
朝
禅
僧
や
日
本
か
ら
の
渡
海
求
法
僧
な
ど
に
よ
り
、
禅

が
多
元
的
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
実
情
は
太
冥
恵
団
の
『
本
朝
伝
来
宗
門
略
列

祖
伝
』
や
、
釈
半
人
子
の
『
二
十
四
流
宗
源
図
記
』
に
詳
し
い
。
こ
れ
ら
の
禅

は
北
条
氏
を
は
じ
め
と
す
る
諸
豪
族
、
さ
ら
に
は
公
家
階
級
に
積
極
的
に
受
容

さ
れ
、
鎌
倉
や
京
都
を
中
心
に
一
大
渕
叢
を
形
成
し
た
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、

日
本
文
化
史
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
五
山
版
も
そ
の
一
つ
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（

１

）

こ
こ
で
は
神
奈
川
県
立
博
物
館
所
蔵
の
五
山
版
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
（
以

下
本
館
所
蔵
本
と
略
称
す
る
）
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
と
同
時
に
、
巻
上
紙

背
に
書
写
さ
れ
て
い
る
稀
観
書
『
請
観
世
音
菩
薩
消
伏
毒
害
陀
羅
尼
三
昧
儀
』

注
釈
（
書
名
欠
）
に
つ
い
て
考
察
し
、
あ
わ
せ
て
本
文
を
紹
介
し
た
い
。

㈲

ま
ず
鎌
倉
を
中
心
と
す
る
出
版
事
業
の
動
向
と
、
五
山
版
に
つ
い
て
概
観
し

て
み
た
い
。
鎌
倉
開
府
を
契
機
に
、
鎌
倉
を
中
心
と
し
た
東
国
に
お
い
て
は
、

仏
教
の
盛
行
、
宋
元
文
化
の
流
入
、
京
都
文
化
の
移
入
、
経
済
の
発
達
な
ど
目

五
山
版
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
に
つ

は
じ
め
に

納

富

常

天

い
て

覚
し
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
出
版
事
業
も
著
し
く
繁
栄
し

た
。
そ
れ
は
極
楽
寺
（
戒
律
関
係
）
、
松
谷
寺
・
称
名
寺
（
華
厳
関
係
）
な
ど

の
南
都
版
（
春
日
版
・
東
大
寺
版
・
西
大
寺
版
・
泉
涌
寺
版
な
ど
）
を
基
盤
と

し
た
も
の
、
建
長
寺
・
円
覚
寺
（
禅
籍
関
係
）
な
ど
の
宋
藥
本
を
基
調
と
し
た

も
の
、
ざ
ら
に
は
摺
供
養
を
中
心
と
し
た
天
台
系
統
の
も
の
に
大
別
す
る
こ
と

（

２

）

が
で
き
よ
う
。

と
り
わ
け
建
長
寺
・
円
覚
寺
な
ど
の
禅
林
で
出
版
さ
れ
た
も
の
は
、
通
常
五

（

３

）

山
版
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
が
、
禅
宗
の
発
展
と
と
も
に
飛
躍
的
に
増
大
し
、
東

国
で
は
建
長
寺
回
春
庵
や
円
覚
寺
続
燈
庵
を
拠
点
と
し
て
、
武
州
立
川
普
済
寺
、

甲
斐
塩
山
向
岳
寺
、
下
野
足
利
行
道
山
浄
因
庵
、
武
蔵
国
広
円
寺
な
ど
の
地
方

禅
林
で
も
さ
か
ん
に
出
版
さ
れ
た
。

い
ま
鎌
倉
を
中
心
に
出
版
さ
れ
た
五
山
版
を
、
遺
品
や
目
録
な
ど
に
よ
り
掲

げ
て
み
よ
う
。
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典
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〈
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四
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八
三

一
二
一
〈
五

弘
安
六
年
二
月

弘
安
元
年

文
永
二
年
以
前

こ
の
頃十

年
五
月

七
年

伝
心
法
要

蘭
溪
和
尚
語
録
一
建
長
寺
か

首
梼
厳
経
会
解

禅
門
宝
訓
集

大
休
念
禅
師
語
録

兀
庵
禅
師
語
録

建
長
寺
正
続
庵
古

倫 寿
福
寺
大
休
正
念

世
良
田
長
楽
寺
玄

海
尼

建
長
寺
兀
庵
普
寧

〃

日
本
古
印
刷
文

化
史
東
洋
文
庫
本
刊

記 日
本
古
印
刷
文

化
史

日
本
古
刊
書
目

五
山
版
の
研
究

〃
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三
五
一
〈

一
四
一
○

一
三
○
二

三
奎
一
永
仁
三
年

一
三
〈
五

三
三

一
三
一
五

’
一
二
七
七

’
三
七
四

三
毛
一
貞
治
｛
〈
年
三
月
〈
日
一
地
蔵
菩
薩
本
願
経
一
建
長
寺
大
喜
法
析
一
同
書
刊
記

’
一
一
一
〈
一
一
一

一
一
二
八
七

三

一

三

暦

応

二

年

頃

一
一
一
豆
一
貞
和
三
年
九
月

三
一
二
四

二
〈
七

応
安
七
年
以
前

貞
治
二
年
〈
月
｛
〈
日

至
徳
四
年

文
和
五
年

応
永
十
七
年

文
和
頃

鎌
倉
末
期

″

正
安
四
年
九
月

永
和
三
年

正
和
四
年

至
徳
二
年

元
弘
元
年
秋

元
亨
四
年
音
見
日

こ
の
頃 十

年
九
月

宗
門
千
字
文
一
浄
智
寺
竺
仙
梵
儒
一
同
書
自
序

雪
峰
空
和
尚
外
集
一
建
長
寺
方
涯
元
圭
五
山
版
の
研
究

来
々
禅
子
集

清
拙
和
尚
禅
居
集

禅
林
僧
宝
伝

伝
法
正
宗
記

東
明
恵
日
和
尚
語

録 金
剛
般
若
波
羅
蜜

経 金
剛
般
若
波
羅
蜜

経 華
厳
経
・
大
集
経

大
般
若
経
（
尊
氏

願
経
）

明
極
和
尚
（
元
朝
）

語
録
無
象
和
尚
語
録

人
天
眼
目
批
部
集

伝
心
法
要

円
覚
経
疏

仏
光
国
師
語
録

建
長
寺
正
統
院
妙

森 建
長
寺
正
続
院
妙

課 寿
福
寺
玉
峯
潜
奇

相
州
霊
山
寺
宝
積

・
如
心
・
寂
慧

智
感
・
法
機

建
長
寺
竺
仙
梵
儒

相
州
浜
部
性
円

円
覚
寺
続
燈
庵

武
州
立
川
普
済
寺

円
覚
寺
恵
従

』

日
本
古
印
刷
文

化
史

新
纂
禅
籍
目
録

金
沢
文
庫
本
刊

．
」
三
口 大

東
急
記
念
文

庫
本

日
本
古
印
刷
文

化
史

神
奈
川
県
史
古

代
中
世
編
二
三

九
一

日
本
古
印
刷
文

化
史

日
本
古
印
刷
文

化
史

仏
教
史
学
第
二

号 同
書
刊
記

書
誌
学
復
刊
新

十
九
号

五
山
文
学
新
集

四
’
一
〈
四
五

五
山
版
の
研
究

五
山
版
の
研
究

〃

口

本
館
所
蔵
本
は
そ
の
刊
記
か
ら
建
長
寺
版
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
地
蔵

菩
薩
を
本
尊
と
す
る
建
長
寺
の
出
版
物
と
し
て
、
ま
こ
と
に
相
応
し
い
も
の
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ま
本
書
以
外
に
『
日
本
古
刊
書
目
』
『
五
山
版

の
研
究
』
な
ど
に
よ
り
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
の
刊
本

を
示
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

①
興
福
寺
版
地
蔵
菩
薩
本
願
経
三
帖

刊

記

地

蔵

菩

薩

本

誓

願

釈

尊

切

利

附

属

説

此

経

所

明

発

信

心

故

更

刻

模

伝

未

来

以

此

功

徳

及

法

界

先

救

三

途

極

重

苦

人

天

厭

離

生

死

海

自

他

同

獲

菩

薩

化

嘉

元

四

年

柄

六

月

廿

四

日

願

王

南

都

興

福

寺

僧

覚

性

三
全
一
三
年
二
月
十
五
日
一
塩
山
和
泥
合
水
集
一
甲
斐
向
岳
寺
明
道
一
五
山
版
の
研
究

一
四
○
五

一
四
○
四

一
四
○
一

一
四
四
一
〈

文
安
三
年

応
永
八
年
八
月

十
二
年
十
月
十
三
日

〃〃

十
一
年
小
春

碧
巌
録

夢
中
問
答
集

諸
偶
撮
要

抽
八
方
珠
玉
集

金
剛
般
若
波
羅
蜜

経 無
門
関

武
蔵
広
円
寺
常
牧

下
野
行
道
山
浄
因

庵
日
誌

〃

性
禅

円
覚
寺

甲
斐
向
岳
寺

大
阪
府
立
図
書

館
本
刊
記

日
本
古
印
刷
文

化
史

積
翠
軒
文
庫
写

本
奥
書

宮
内
庁
書
陵
部

本
刊
記

五
山
版
の
研
究

五
山
版
の
研
究
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②
地
蔵
菩
薩
本
願
経
二
帖

宝
徳
四
年
二
月
九
日
開
板

③
地
蔵
菩
薩
本
願
経
二
帖

墨

書

爲

芳

林

郁

公

上

座

追

善

文

明

十

七

年

四

月

匪

廿

三

日

主

周

詔

㈲
地
蔵
菩
薩
本
願
経
巻
中
一
帖

山

田

文

昭

氏

所

蔵

⑤
五
山
版
地
蔵
菩
薩
本
願
経
三
巻
二
帖

龍

門

文

庫

所

蔵

刊
記
得
元
朝
印
本
重
開
版
応
安
癸
丑
正
月
日
誌

⑥
仮
名
地
蔵
菩
薩
本
願
経

ノ

ニ

テ

⑤

下

巻

尾

墨

書

カ

ナ

カ

キ

ノ

印

板

本

一

校

了

慶

恵

こ
の
う
ち
は
っ
き
り
し
て
い
る
五
山
版
は
、
応
安
六
年
（
一
三
七
三
）
刊
の

龍
門
文
庫
本
だ
け
で
あ
る
が
、
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
の
刊
記
を
も
つ
本
館

所
蔵
本
は
龍
門
文
庫
本
よ
り
六
年
ま
え
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
本
館
所
蔵
本
に
つ
い
て
書
誌
学
的
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

①
数
量
三
帖
峡
入
り
峡
の
題
策
に
は
「
鎌
倉
建
長
寺
版
地
蔵
本
願
経

貞
治
六
年
刊
鉄
三
帖
」
と
あ
る
◎

孤

本

②
調
巻
大
正
新
修
大
蔵
経
本
が
全
十
三
品
（
章
）
を
上
・
下
二
巻
に
し
、
巻

上
は
切
利
天
宮
神
通
品
第
一
か
ら
如
来
讃
歎
品
第
六
ま
で
、
巻
下
は
利
益
存

亡
品
第
七
か
ら
嘱
累
人
天
品
第
十
三
ま
で
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
館

所
蔵
本
は
上
・
中
・
下
三
帖
に
し
、
巻
上
は
切
利
天
宮
神
通
品
第
一
か
ら
閻

浮
衆
生
業
感
品
第
四
ま
で
、
巻
中
は
地
獄
名
号
品
第
五
か
ら
称
佛
名
号
品
第

九
ま
で
、
巻
下
は
校
量
布
施
功
徳
因
縁
品
第
十
か
ら
嘱
累
人
天
品
第
十
三
ま

で
と
し
て
い
る
。

③
表
紙
巻
上
・
下
は
濃
い
藍
色
表
紙
に
改
装
し
て
あ
る
が
、
原
装
と
思
わ
れ

る
巻
中
は
、
明
る
い
藍
色
表
紙
で
、
中
央
に
「
地
蔵
経
中
巻
」
、
そ
の
右

下
に
「
祐
智
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
祐
智
が
所
持
し
て
い
た
こ
と

を
示
す
が
、
祐
智
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

④
印
記
三
帖
と
も
巻
末
に
「
寶
玲
文
庫
」
の
朱
印
（
写
真
４
．
５
）
が
あ
り
、

（

４

）

フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑤
行
界
毎
半
折
六
行
一
行
十
七
字
一
板
三
十
行
折
本
上
下
単
辺

界
高
加
・
９
１
虹
・
０
ｍ
た
だ
し
巻
中
末
尾
十
七
行
（
板
木
一
枚
）
は
釦
．

７
叩
巻
下
中
欠
の
あ
と
二
十
三
行
（
板
木
二
枚
）
は
加
・
４
１
加
・
７
ｍ

で

あ

る

。

⑥
存
欠
全
体
に
虫
損
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
大
部
分
が
散
逸

し

て

い

る

。

巻
上
は
前
欠
で
、
わ
ず
か
に
閻
浮
衆
生
業
感
品
第
四
の
後
半
が
残
存
し
て
い

う

（

》

０

巻
中
は
中
欠
が
あ
り
、
地
獄
名
号
品
第
五
か
ら
如
来
讃
歎
品
第
六
の
前
半
ま

で
と
、
称
佛
名
号
品
第
九
の
後
半
が
あ
る
。

巻
下
も
中
欠
が
あ
り
、
校
量
布
施
功
徳
因
縁
品
第
十
の
大
部
分
と
、
嘱
累
人

天
品
第
十
三
の
後
半
が
あ
る
。

い
ま
因
み
に
、
残
存
量
を
大
正
新
修
大
蔵
経
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
”
。

４
％
（
巻
上
配
・
５
％
、
巻
中
調
・
７
％
、
巻
下
妬
・
２
％
）
に
す
ぎ
な

い
。
な
お
巻
上
に
は
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
補
刻
と
思
わ
れ
る
部
分
が
認
め

－3－



ら

れ

る

。

佃
版
心
巻
上
に
「
地
曽
上
十
一
」
と
一
ヶ
所
あ
る
の
み
で
、
巻
中
・
下

に
は
ま
っ
た
く
な
い
。

８
刊
記
巻
上
・
下
尾
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

巻
上
尾
（
写
真
４
）

妙

松

妙

曄

宗

信

霊

球

圭

照

門

沖

性

忠

希

存

妙

悦

希

沽

性

英

昌

末

昌

暁

元

存

全

堅

全

参

良

恩

良

縁

希

杲

周

説

元

聞

元

遵

旱

文

元

併

希

杲

希

繁

至

麟

之

居

担

有

希

慶

良

啓

安

肇

義

仁

妙

欽

顕

順

妙

瑞

聖

宗

妙

浦

是

阿

妙

行

了

融

契

壽

契

秀

粗

印

見

照

契

覚

昌

悦

覚

宗

宗

阿

昌

久

昌

栄

宗

弘

成

見

中

嶋

昌

源

妙

徳

良

祀

善

徳

契

善

希

拾

性

久

契

浄

契

道

蓮

阿

昌

本

希

昇

契

鑿

道

圓

希

観

希

山

成

願

契

近

奥

聖

契

任

希

源

昌

安

希

宝

定

心

希

廣

希

福

蓮

聖

公

慧

契

薫

辰

夜

匁

幸

松

契

恩

契

光

希

妙

希

政

契

應

聖

光

善

阿

秀

阿

鶴

女

明

心

長

元

重

秀

妙

阿

了

聖

契

縁

導

照

妙

戒

力

行

元

是

宗

秀

明

照

如

禅

本

亨

頓

悟

延

文

三

年

戊

戊

正

月

吉

日

比

丘

希

親

謹

書

巻
下
尾
（
写
真
６
）

前
海
會
能
天
親
公
西
堂

書
罵
此
経
上
中
下
巻

井
命
工
離
板
所
願

流
行
世
界
人
営
受
持

八
怖
消
除
十
福
普
遍

貞
治
六
年
丁
未
三
月
八
日

前
建
長
大
喜
法
慌
記

此

板

留

在

子

回

春

巷

こ
れ
ら
の
刊
記
は
出
版
の
実
情
１
１
時
期
・
場
所
・
目
的
・
出
版
者
・
助
縁

者
な
ど
ｌ
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
巻
上
尾
の
刊
記
は
意
味
が
明
ら
か
で

な
い
。
妙
松
・
妙
曄
ら
百
九
名
は
本
経
出
版
の
助
縁
者
（
費
用
の
寄
進
者
）
、

比
丘
希
親
は
勧
進
僧
と
思
わ
れ
、
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
、
出
版
を
企
て
た

こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
希
親
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
人
物
か
不
明
で
あ
る
。

ま
た
巻
下
尾
の
刊
記
に
よ
り
、
能
天
親
西
堂
（
円
覚
寺
塔
頭
海
会
庵
ｌ
朴
中

梵
淳
の
塔
所
ｌ
の
前
庵
主
）
が
書
写
し
た
も
の
を
、
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
、

大
喜
法
析
が
八
怖
を
消
除
し
、
十
福
を
普
遍
せ
ん
た
め
出
版
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
は
大
喜
入
寂
の
前
年
に
あ
た
る
。

因
み
に
能
天
親
西
堂
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
大
喜
法
析
（
？
ｌ
一

三
六
八
）
は
今
川
基
国
の
子
で
、
太
平
妙
準
の
法
嗣
で
あ
る
。
ま
た
来
朝
僧

の
竺
仙
梵
儒
に
も
随
侍
し
、
学
芸
上
の
感
化
を
う
け
た
が
、
那
須
雲
巌
寺
（
第

十
五
世
）
、
駿
河
承
元
寺
、
浄
妙
寺
（
第
三
十
四
世
）
、
浄
智
寺
、
円
覚
寺
（
第

三
十
世
）
、
建
長
寺
（
第
四
十
世
）
に
歴
住
し
、
応
安
元
年
（
一
三
六
八
）

九
月
廿
四
日
、
円
覚
寺
続
燈
庵
に
入
定
示
寂
し
て
い
る
。

法
嗣
に
は
出
版
事
業
で
活
躍
し
た
偉
仙
方
商
を
は
じ
め
、
十
余
人
を
数
え
る
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が
、
門
生
に
義
堂
周
信
・
絶
海
中
津
・
中
巖
円
月
な
ど
の
代
表
的
五
山
文
学

（

５

）

作
者
が
い
た
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑨
本
文
残
存
部
分
と
大
正
新
修
大
蔵
経
本
と
比
較
照
合
す
る
と
、
わ
ず
か
に

出
入
り
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
事
情
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
一
筆
に
よ

る
訓
点
が
施
し
て
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
異
本
と
も
校
訂
し
て
い
る
。
な
お
国

語
学
の
う
え
か
ら
、
重
要
と
思
わ
れ
る
訓
が
あ
る
か
ら
、
参
考
ま
で
に
掲
げ

て

お

く

。

累

カ

サ

子

テ

卒

シ

子

二

聴

ユ

ル

シ

下

へ

迄

－

至

イ

タ

ル

マ

テ

募

ハ

ヒ

コ

ル

傍

ア

ナ

ッ

ル

証

ア

サ

ム

ク

逓

タ

ヵ

ヒ

ニ

達

フ

ヵ

シ

心

キ

モ

尿

ユ

ハ

リ

盤

ワ

タ

ヵ

マ

リ

徽

マ

ト

ハ

ル

驍

ウ

サ

キ

ム

マ

識

ソ

シ

リ

然

ト

モ

シ

饒

ユ

タ

ヵ

ー

一

一

こ
こ
で
本
書
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
巻
下
尾
の
刊
記
「
前

海
会
、
能
天
親
公
西
堂
書
写
此
経
上
中
下
巻
」
に
よ
る
か
ぎ
り
、
三
帖
は
一
筆

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
巻
上
は
他
の
二
巻
に
比
し
、
き
わ

め
て
端
麗
で
力
強
く
、
一
見
し
た
だ
け
で
も
書
体
が
違
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
（
写
真
１
．
４
）
ま
た
巻
上
尾
刊
記
に
「
延
文
三
年
戊
戊
正
月
吉
日
比
丘

希
親
謹
書
」
と
あ
る
希
親
謹
書
の
部
分
は
、
刊
記
の
み
で
あ
る
か
、
巻
上
全
部

で
あ
る
か
、
刻
工
の
問
題
な
ど
も
あ
る
か
ら
、
に
わ
か
に
決
定
で
き
な
い
漣
、

少
く
と
も
勧
進
の
年
次
（
延
文
三
年
Ⅱ
一
三
五
八
）
が
、
出
版
年
次
（
貞
治
六

年
Ⅱ
一
三
六
七
）
よ
り
九
年
も
前
で
あ
る
こ
と
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
巻
中
の
後
半
十
七
行
（
中
欠
よ
り
後
の
部
分
、
写
真
５
）
は
、
ま
え

に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
界
高
が
違
っ
て
い
る
が
、
虫
損
や
し
み
の
状
態
も
、
前

半
と
は
ま
っ
た
く
合
致
し
な
い
。
ま
た
書
体
も
前
半
や
巻
上
、
お
よ
び
巻
下
と

異
な
っ
て
い
る
。

な
お
三
帖
の
内
題
・
尾
題
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
相
互
に
わ
ず
か
で
は

あ
る
が
表
記
を
異
に
し
て
い
る
。

巻
上
内
題
前
欠
の
た
め
不
明

尾

題

地

蔵

菩

薩

本

願

経

巻

上

巻
中
内
題
地
蔵
菩
薩
本
願
経
地
獄
名
号
品
第
五
中
巻

尾

巻

地

蔵

菩

薩

本

願

経

巻

中

終

巻
下
内
題
地
蔵
菩
薩
本
願
経
校
量
布
施
功
徳
因
縁
品
第
十
巻
下

尾

題

地

蔵

菩

薩

本

願

経

巻

下

も
し
巻
下
尾
の
刊
記
の
よ
う
に
、
能
天
親
一
人
に
よ
る
書
写
で
あ
る
な
ら
ば
、

と
り
わ
け
表
記
は
統
一
す
る
の
が
普
通
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
巻
上
は
書
体
の
違
い
、
勧
進
の
年
次
と
出
版
年
次
が
あ
ま
り

に
も
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
長
寺
版
と
は
別
版
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
巻
中
の
後
半
部
分
も
界
高
や
、
虫
損
．
し
み
の
状
態
の
違
い
、
書
体
お
よ

び
尾
題
の
表
記
法
の
相
違
な
ど
か
ら
、
建
長
寺
版
や
巻
上
と
も
別
版
と
し
な
け

れ
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
施
さ
れ
た
訓
点
が
一
筆
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
三
帖

が
い
か
な
る
事
情
に
よ
る
も
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
は
や
く
か
ら
一
具
に
な
っ

て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

凶

最
後
に
巻
上
紙
背
に
あ
る
著
者
・
筆
者
と
も
に
不
明
の
『
請
観
世
音
菩
薩
消

伏
毒
害
陀
羅
尼
三
昧
儀
』
（
以
下
『
三
昧
儀
』
と
す
る
）
注
釈
（
写
真
７
．
８
）
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に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
こ
の
『
三
昧
儀
』
は
宋
の
遵
式
（
九
六
四
’
一
○

三
二
）
が
著
わ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
遵
式
は
会
昌
の
廃
仏
や
、
唐
末
五
代
の

戦
乱
に
よ
り
散
供
し
た
天
台
典
籍
の
収
集
と
そ
の
調
査
に
つ
と
め
、
天
台
三
師

（
智
顎
・
灌
頂
・
湛
然
）
の
著
作
二
百
三
十
九
巻
の
書
目
を
お
さ
め
た
『
天
台

教
観
目
録
』
を
作
製
し
、
天
聖
七
年
（
一
○
二
九
）
、
こ
れ
を
石
に
刻
し
て
天

（

７

）

台
教
学
の
興
隆
を
は
か
っ
て
い
る
。
ま
た
晩
年
に
は
念
仏
三
昧
を
修
し
、
浄
土

教
も
宣
揚
し
て
い
る
が
、
名
は
朝
野
に
聞
え
、
徳
は
人
畜
に
お
よ
び
、
登
門
の

（

８

）

学
者
千
を
も
っ
て
数
え
、
著
書
も
す
こ
ぶ
る
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

『
三
昧
儀
』
の
結
構
は
叙
縁
第
一
、
明
正
意
第
二
、
勧
修
第
三
の
三
門
か
ら

な
る
が
、
な
か
で
も
正
宗
分
に
相
当
す
る
明
正
意
第
二
は
、
第
一
荘
厳
道
場
、

第
二
作
礼
法
、
第
三
焼
香
散
華
、
第
四
繋
念
数
息
、
第
五
召
請
、
第
六
具
楊
枝

浄
水
、
第
七
調
三
呪
、
第
八
披
陳
繊
悔
、
第
九
礼
拝
、
第
十
論
経
か
ら
な
っ
て

い
る
。こ
の
『
三
昧
儀
』
の
注
釈
で
従
来
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
に
洛
北
輿

聖
寺
（
円
通
山
、
臨
済
宗
、
上
京
区
上
天
神
町
）
石
梯
道
雲
が
著
わ
し
た
『
請

観
音
経
三
昧
儀
註
解
』
（
外
題
は
『
観
音
繊
法
註
解
』
）
二
巻
二
冊
が
あ
る
の
み

で
あ
る
。
著
者
の
石
梯
道
雲
（
一
六
四
五
’
一
七
一
五
）
は
一
絲
文
守
の
弟
子

南
嶺
慧
訶
の
法
嗣
で
、
永
源
寺
（
滋
賀
県
神
崎
郡
永
源
寺
町
）
九
十
世
に
出
世

し
、
正
徳
五
年
二
月
十
一
日
、
七
十
一
歳
で
示
寂
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
『
請

観
音
経
三
昧
儀
註
解
』
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
自
序
と
泊
如
運
敞
の
賊
が
あ
る
。

請
観
音
三
昧
儀
註
解
序

レ

ハ

テ

ラ

ス

ト

キ

ハ

ヲ

シ

ノ

カ

ニ

ク

ム

テ

ヲ

夫

‐

惟

有

し

過

自

覆

し

之

則

如

二

水

赴

レ

海

衆

罪

漸

積

知

レ

過

ラ

ス

ト

キ

ハ

シ

ニ

ス

ル

カ

ヲ

ク

ノ

ー

ノ

ノ

ヲ

自

露

レ

之

則

如

二

病

發

万

汗

客

邪

即

除

是

故

古

人

製

二

繊

摩

法

一

キ

ヲ

二

ス

ヲ

ニ

ノ

ア

ラ

ニ

テ

二

導
二
衿
櫓
於
既
往
一
施
二
規
矩
於
將
來
一
者
不
レ
暇
二
枚
畢
一
芙
就
レ
中

ノ

ノ

ノ

ー

テ

ニ

ハ

ス

ヲ

ヲ

ク

宋
眞
宗
朝
東
山
沙
門
遵
式
依
二
請
観
音
一
著
二
乎
三
昧
儀
一
是
名
二
圓
通

ト

ノ

テ

二

へ

ヲ

テ

繊
一
本
朝
文
治
三
年
建
仁
開
山
千
光
祖
師
再
入
二
宋
國
一
傳
二
佛
心
宗
一
兼

ク

ヲ

ノ

チ

テ

ノ

ー

テ

フ

ヲ

リ

ソ

ソ

レ

受
二
繊
法
一
歸
朝
之
後
於
二
筑
之
前
州
聖
幅
寺
一
始
行
レ
之
從
レ
爾
而

カ

タ

ノ

ン

ニ

メ

ン

テ

二

へ

叩

ｆ

卜

ニ

ン

テ

來

天

下

叢

林

寝

盛

弘

通

造

し

今

不

レ

絶

難

レ

然

人

情

日

倫

ス

ス

ル

ヲ

ノ

モ

シ

ノ

ニ

ス

ノ

ー

正

儀

梢

慶

偶

営

要

し

之

者

椀

二

婆

煩

顯

之

内

一

綱

．

樛

塵

勢

之

間

一

ス

タ

ス

ル

ノ

ヲ

キ

ノ

ミ

ニ

テ

ク

ヲ

ノ

テ

ニ

テ

ス

キ

匪

二

菅

滅

レ

障

之

難

一

部

招

二

茶

毒

一

三

賓

祥

瑞

於

レ

蓬

都

繊

可

レ

ス

一

ヒ

メ

ニ

ノ

ス

ル

『

ｌ

ヲ

レ

ト

モ

テ

タ

歎

耳

余

昔

日

爲

二

二

三

子

一

講

二

三

昧

儀

一

一

反

然

以

レ

未

し

覧

ニ

ー

ル

ヲ

Ｒ

ｕ

キ

ル

ノ

ヲ

リ

テ

ニ

ル

『

Ｉ

セ

コ

ロ

ク

ソ

ノ

ー

可
レ
擦
者
一
間
有
二
於
レ
義
不
毛
達
頃
親
閲
二
天
台
請
観
音
疏
井
智
一

ノ

ヲ

ノ

ー

ス

チ

テ

ニ

シ

ヲ

テ

ス

ノ

ヲ

圓

紗

一

奮

日

疑

滞

頓

氷

消

焉

便

随

レ

時

筆

し

之

式

註

二

其

梗

概

一

難

レ

ト

テ

モ

ヘ

ヲ

レ

ツ

ニ

ソ

シ

モ

ノ

シ

ル

『

Ｉ

テ

ハ

ハ

ル

ニ

不

三

敢

一

事

錯

二

胸

臆

一

我

且

固

晒

無

し

識

至

三

或

有

二

閥

誤

一

ツ

ノ

ヲ

挨
二
後
之
君
子
一
吉
延
賓
九
年
歳
次
辛
酉
秋
七
月
日
題
阿
誰
軒

請
観
音
三
昧
儀
註
解
賊

二

テ

ニ

ク

ト

キ

ハ

ヲ

ク

レ

テ

ニ

セ

ル

ト

キ

ハ

ヲ

傳

云

因

し

雲

濃

レ

潤

、

則

芥

澤

易

レ

流

、

乗

し

風

載

レ

響

、

則

．

￥

卜

レ

ナ

リ

レ

テ

ニ

ニ

コ

ロ

二

音
徽
自
遠
・
是
事
勢
之
當
然
・
鯛
し
類
推
し
之
不
レ
認
芙
。
近
閲
ニ

ノ

ノ

ル

ヲ

リ

リ

ニ

ル

ニ

ノ

興
聖
石
梯
禅
師
、
所
し
註
三
昧
儀
一
、
有
二
因
し
雲
乗
し
風
之
勢
一
。
其

リ

ノ

ニ

ル

ノ

ー

シ

モ

ル

コ

ト

製
也
、
專
擦
二
天
台
経
疏
一
、
妾
資
二
孤
山
疏
紗
一
。
而
無
三
一
事
渉
二



こ
れ
ら
に
よ
っ
て
『
三
昧
儀
』
が
再
入
宋
し
た
栄
西
に
よ
っ
て
將
来
さ
れ
た

こ
と
、
筑
前
聖
福
寺
に
お
い
て
始
行
さ
れ
て
か
ら
禅
林
に
弘
通
し
た
こ
と
、
さ

ら
に
は
石
梯
が
延
宝
九
年
（
一
六
八
二
三
十
七
歳
の
と
き
、
も
っ
ぱ
ら
智
顎

の
『
請
観
音
経
疏
』
や
、
智
円
の
『
諸
観
音
経
疏
間
義
紗
』
に
基
づ
き
著
わ
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
本
館
所
蔵
本
巻
上
紙
背
に
あ
る
『
三
昧
儀
』
注
釈
は
、
ま
え
に
も
述
べ

た
よ
う
に
、
著
者
・
筆
者
と
も
に
不
明
で
あ
る
が
、
『
三
昧
儀
』
が
栄
西
将
来

~
~

ナ

リ

ス

ル

コ

ト

ヲ

ノ

如

二

レ

ノ

如

二

ル

於

臆

解

一

・

所

三

以

致

し

有

二

章

段

諾

分

、

文

義

氷

繰

之

美

一

二

。

ン

タ

リ

ノ

タ

ル

カ

シ

ヲ

二

也
・
裳
如
二
芽
澤
之
浦
然
、
音
徽
之
清
亮
一
・
豈
圖
二
形
於
影
一
、

ル

ー

ナ

ラ

ン

ヤ

ハ

シ

二

萌
蘆
依
レ
様
之
類
乎
。
且
剖
折
會
通
、
自
レ
非
下
熟
．
燗
乎
教
乗
一
、

ス

ル

一

一

ニ

テ

ン

二

ヤ

川

〃

ノ

ヲ

洞
二
達
乎
繊
旨
一
者
上
、
又
執
得
而
及
レ
焉
・
況
夫
纈
二
智
者
之
英
粋
一
、

ト

キ

ハ

ノ

ヲ

サ

ン

コ

ト

ヲ

ソ

ン

ヤ

シ

篠

二

法

慧

之

菩

１

華

一

、

則

人

蝉

仰

信

一

、

復

何

疑

哉

。

如

二

儀

二

カ

ク

テ

ヒ

ノ

ヲ

メ

ヲ

セ

ヲ

レ

リ

文
云
一
・
悉
用
二
経
疏
及
止
観
語
一
、
伸
し
人
増
二
長
正
心
一
・
蓋
取
ニ

ム

。

ト

ノ

ヲ

レ

ニ

ス

ル

ト

キ

ハ

ク

キ

ク

斯

義

一

也

。

夫

人

既

仰

信

、

則

熾

儀

弘

布

、

而

註

解

遠

ン

コ

ト

ノ

ナ

Ⅷ

〃

一

ナ

ニ

レ

テ

ニ

傳

、

乃

理

之

當

然

・

是
亦

因

し

雲

而

芳

澤

流

、

乗

し

風

而

音

徽

キ

ク

ナ

リ

ヒ

カ

ナ

ノ

ル

コ

、

卜

ヲ

ミ

ス

遠

之

謂

也

。

遥

実

哉

撰

述

之

用

し

心

也

。

予

甚

嘉

焉

。

コ

ロ

ス

ヲ

ヘ

テ

ノ

ヲ

テ

ス

ヲ

二

層
謹
二
予
賊
語
一
。
廼
櫨
二
中
心
之
所
抱
一
、
以
筆
二
之
簡
末
一
。
皆

天
和
癸
亥
春
正
月
吉
日

瑞
鹿
山
休
隠
比
丘
泊
如
運
敞
敬
書

の
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
書
写
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ま
た
こ
れ
は
禅
林
に
お
け
る
『
三
昧
儀
』
の
流
布
お
よ
び
研
究
の
実
情
を
示
す

（

９

）

も
の
で
も
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
後
欠
で
、
巻
首
か
ら
叙
縁
第
一
、
明
正
意
第

二
の
第
二
作
礼
法
ま
で
し
か
残
存
し
て
い
な
い
。
『
三
昧
儀
』
の
本
文
と
比
較
し
、

｛

ｍ

）

単
純
計
算
し
た
場
合
、
調
・
３
％
に
な
る
。

注
釈
に
あ
た
っ
て
は
『
三
昧
儀
』
の
本
文
を
抽
出
し
、
こ
れ
に
割
り
注
を
施

し
て
お
り
、
形
式
的
に
は
、
石
梯
の
『
請
観
音
三
昧
儀
註
解
』
と
同
じ
で
あ
る

が
、
石
梯
が
智
顎
や
智
円
の
疏
・
紗
に
依
拠
し
て
詳
細
に
注
釈
し
て
い
る
の
に

対
し
、
比
較
的
簡
略
で
あ
る
。
ま
た
序
分
と
正
宗
分
の
は
じ
め
の
部
分
し
か
残

存
し
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
虫
損
部
分
は
厚
手
の
紙
で
、
文
字
の
う
え
か
ら
稚

拙
な
修
補
を
し
て
い
る
か
ら
、
随
所
に
判
読
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
。
し
か
し
、

管
見
す
る
か
ぎ
り
、
従
来
の
書
目
な
ど
に
は
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
稀
襯

本
で
あ
る
か
ら
、
学
術
的
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

む

す

び

以
上
本
館
所
蔵
本
と
、
そ
の
紙
背
に
書
写
し
て
あ
る
『
三
昧
儀
』
注
釈
に
つ

い
て
考
察
し
た
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
ず
本
館
所
蔵
本
は

巻
下
尾
の
刊
記
か
ら
、
い
ま
ま
で
な
ん
の
た
め
ら
い
も
な
く
建
長
寺
版
と
さ
れ

て
い
た
が
、
巻
上
は
書
体
の
相
違
、
お
よ
び
巻
上
刊
記
に
あ
る
勧
進
年
次
と
、

巻
下
刊
記
の
出
版
年
次
が
九
年
も
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
別
の
五
山
版
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
こ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、
巻
上
が
現
存
す
る
五
山

版
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
の
最
古
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
み
な
ら
ず
、

助
縁
者
に
つ
い
て
も
、
建
長
版
と
い
う
理
由
か
ら
、
鎌
倉
を
中
心
と
す
る
人
物

と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
別
版
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
に
わ
か
に
鎌
倉
の
人
物

－7－



と
は
断
定
で
き
な
い
。
ま
た
巻
中
尾
の
部
分
も
、
い
ま
一
度
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
界
高
や
虫
損
．
し
み
の
状
態
の
違
い
や
、
書
体
な
ど
か
ら
、
建
長
寺

版
や
巻
上
と
も
異
な
る
別
版
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、

本
館
所
蔵
本
は
二
種
の
五
山
版
と
、
い
ま
一
つ
の
別
版
（
こ
れ
も
五
山
版
か
も

知
れ
な
い
）
が
は
や
く
か
ら
一
具
に
さ
れ
、
一
筆
に
よ
る
訓
点
が
施
さ
れ
て
い

る
特
異
な
性
格
を
も
つ
資
料
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
巻
上
紙
背
に
書
写
し
て
あ
る
『
三
昧
儀
』
注
釈
の
断
簡
は
、
著
者
不
明

で
あ
り
、
そ
の
注
釈
も
簡
略
で
は
あ
る
が
、
従
来
未
知
の
稀
観
書
で
あ
る
か
ら
、

学
術
的
に
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

［
注
］
①
昭
和
四
十
九
・
五
十
二
・
五
十
七
年
の
弘
文
荘
売
立
て
目
録
に
収
録
さ
れ
、
は
や
く

か
ら
郷
土
の
重
要
な
関
係
資
料
と
し
て
関
心
を
抱
い
て
い
た
。

②
拙
著
『
金
沢
文
庫
資
料
の
研
究
』
参
照
。

③
川
瀬
一
馬
氏
は
そ
の
著
『
五
山
版
の
研
究
』
で
、
禅
籍
を
事
彙
類
、
清
規
、
史
伝
類
、

宗
要
古
則
、
語
録
に
大
別
し
、
お
よ
そ
三
百
十
種
、
そ
の
ほ
か
に
外
典
類
が
約
百
種

あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
な
か
に
は
建
長
寺
版
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
は
含

ま

れ

て

い

な

い

・

側
一
九
○
六
年
英
国
に
生
ま
れ
る
。
リ
バ
プ
ー
ル
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
パ
リ
・
ベ
ル
リ

ン
大
学
卒
業
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
言
語
学
教
授
を
経
て
、
東
京
外
語
・
文
理
科
大
学
・

第
三
高
等
学
校
な
ど
の
英
語
の
講
師
を
つ
と
め
、
の
ち
に
は
タ
イ
ム
ズ
の
特
派
員
と

し
て
も
活
躍
し
た
が
、
蒐
集
家
と
し
て
も
っ
と
も
有
名
で
あ
る
。

し
て
も
活
躍
し
た
が
、
蒐
集
家
と
し
一

⑥
書
体
か
ら
す
る
と
刊
記
の
部
分
だ
け
と
考
え
ら
れ
る
。

ｍ
『
天
竺
別
集
』
巻
上
、
竺
沙
雅
章
氏
「
宋
代
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
交
流
」
言
仏

教
史
学
研
究
』
第
三
十
一
巻
第
一
号
所
収
）
参
照
。

⑤
玉
村
竹
二
氏
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』

参
照
。

凡

例

一
改
行
は
原
文
ど
お
り
と
し
た
。

一
虫
損
な
ど
の
修
補
で
判
読
で
き
な
い
部
分
は
□
ｎ
Ｕ
に
し
た
。

一
漢
字
は
原
文
ど
お
り
と
し
た
。

一
訓
点
等
は
原
則
と
し
て
原
文
の
表
記
ど
お
り
と
し
た
。

一
佛
・
菩
薩
・
人
名
に
は
文
字
の
中
央
に
一
本
、
書
名
に
は
中
央
に
二
本
、
地

名
に
は
右
側
に
一
本
の
朱
引
が
あ
る
が
省
略
し
た
。

一
筆
者
が
私
に
校
訂
し
た
部
分
は
（
）
を
付
し
傍
注
し
た
。

［
付
記
］
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
当
館
八
幡
義
信
専
門
学
芸
員
・
相
沢
正
彦
学
芸
員
に
御
教
示

と
御
世
話
を
頂
い
た
。
ま
た
掲
載
し
た
写
真
は
井
上
久
美
子
主
査
撮
影
の
も
の
を
使

用

し

た

。

⑧
『
望
月
仏
教
大
事
典
』
参
照
。

⑨
巻
上
（
表
）
が
前
欠
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
紙
背
は
必
然
的
に
後
欠
と
な
る
。

⑩
表
の
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
巻
上
は
詑
・
５
％
が
残
存
し
、
そ
の
紙
背
に
書
か
れ
た

『
三
昧
儀
』
注
釈
は
酌
・
３
％
あ
る
か
ら
、
単
純
計
算
を
し
た
場
合
、
注
釈
は
巻

上
だ
け
に
収
ま
る
。
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『
請
観
世
音
菩
薩
消
伏
毒
害
陀
羅
尼
三
昧
儀
』
注
釈
（
仮
題
）
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テ

ヲ

ホ

ロ

ホ

シ

ス

ヲ

ク

ノ

ス

ト

ヲ

ト

テ

ノ

ヲ

立
レ
正
瞼
レ
悪
生
し
善
皆
能
総
而
持
レ
之
其
依
名
二
陀
羅
尼
一
其
用
名
し
兇
曽
祇
也
以
二
是
法
一
祇
之

ソ

ヨ

・

リ

ス

ハ

ノ

テ

ノ

ヲ

使
從
所
し
斬
此
冗
出
二
於
心
術
一
妙
用
冥
加
之
功
不
可
ｎ
Ｕ
議
一
或
鬼
神
王
名
也
呼
二
其
王
一
則

二

ｂ

ト

ス

ヲ

‐

卜

シ

ニ

ハ

普
門
品
疏
一
消
伏
者
消
．
滅
三
毒
十
悪
一
義
也
陀
羅
尼
者
元
二
醗
訳
戒
環
師
日
陀
羅
尼
亦

フ

ト

ノ

ナ

リ

リ

ノ

ナ

ル

可

Ｉ

ク

テ

ノ

ヲ

ス

ノ

ヲ

キ

ヲ

曰
二
総
持
一
諸
仏
密
語
有
二
一
字
多
字
異
一
能
以
二
一
字
一
総
無
量
法
一
持
二
無
量
義
一
催
し
邪

‐

卜

ハ

ハ

ヲ

之
有
情
也
消
伏
毒
害
者
言
毒
即
貧
膿
擬
三
毒
也
戒
環
師
日
唯
婬
怒
擬

レ

ハ

二

ヶ

ヲ

シ

ニ

リ

ノ

ス

ヲ

ハ

タ

リ

ロ

レ

ロ

故

畢

三

一

蓋

内

業

有

し

十

而

壊

二

減

法

身

｝

十

者

十

悪

業

也

事

署

見

二

メ

ノ

ル

セ

ハ

ト

ー

ニ

ハ

而
出
應
元
レ
不
し
遍
則
識
し
之
普
門
一
自
二
萬
物
一
而
遍
照
無
し
不
し
融
則
識
し
之
云
二
菩
薩
一
者
具
梵
語

ｌ

Ｒ

‐

ニ

ハ

ト

ト

ロ

↓

フ

云
二
菩
提
薩
埋
一
華
云
二
錨
有
情
一
此
人
有
二
了
悟
之
錨
餘
縁
恵
之
情
一
又
是
求
菩
提
一

ノ

モ

ハ

ウ

ト

ハ

ト

ウ

ト

ハ

ト

モ

テ

来
去
相
一
或
日
二
観
世
音
一
或
日
二
観
自
在
一
其
行
或
日
二
普
門
~
或
日
二
回
通
一
者
依
二
悲
観
慈
観

二

ナ

リ

ニ

ト

ト

テ

ニ

ナ

リ

ニ

ス

ト

リ

應
物
之
能
一
言
故
日
二
観
世
音
一
依
二
真
観
浄
観
照
心
之
功
一
言
故
号
二
観
自
在
一
自
二
一
、
少

ヲ

ク

ス

ヲ

ホ

、

タ

リ

ニ

ノ

ヲ

フ

ヲ

ハ

筆
者
多
一
名
し
之
薩
唾
深
愛
二
此
花
一
事
唇
出
二
山
谷
先
生
之
語
一
以
出
世
間
法
一
謂
レ
之
則
戒
環
師
日

ノ

ハ

ナ

キ

ヲ

ル

「

Ｉ

セ

ス

ト

セ

ハ

ヲ

二

ウ

ノ

、

ソ

観
音
妙
圓
文
行
自
一
心
出
應
元
不
遍
号
二
普
門
一
此
観
二
其
聾
一
随
レ
ロ
而
答
大
千
圓
應
無
二

（

脱

か

｝

ス

ヲ

ノ

ヒ

ト

ヘ

ニ

ヲ

ス

卜

へ

ス

ル

『

ｌ

ヲ

ト

ノ

ノ

ー

ク

シ

ヒ

ニ

ウ

ス

ト

ロ

ニ

衆

苦

一

戒

環

師

云

軍

發

爲

レ

聾

雑

レ

比

爲

レ

音

於

二

世

間

衆

苦

雑

聾

一

斉

観

並

救

号

二

観

世

音

一

ソ

テ

ノ

ヲ

ウ

ハ

リ

ノ

ウ

ヲ

ト

ス

ル

ト

ハ

テ

ト

シ

ニ

テ

几

以

二

世

間

法

一

言

則

南

方

有

二

海

岸

孤

絶

虚

一

謂

二

之

補

陀

落

伽

山

一

課

者

以

二

少

白

花

山

一

蓋

此

山

以

二

山

ハ

ハ

ス

ヲ

チ

ヲ

奉
請
勧
請
之
義
也
此
経
即
月
蓋
長
者
請
干
世
尊
一
営
営
即
令
観
世
音
一
説
此
呪
者
也

（

法

）

ノ

ー

ハ

ー

ズ

テ

ィ

ゼ

ィ

ノ

ル

ノ

ク

ヲ

ス

ル

ヲ

ハ

ロ

蔵

疏

日

観

世

音

菩

薩

天

竺

云

二

婆

棲

吉

低

税

一

衆

生

見

者

聞

者

得

二

菩

提

一

称

し

名

者

ソ

ノ

ノ

ハ

コ

ニ

ス

ノ

ハ

ナ

リ

ト

ト

ル

ハ

遵

式

之

撰

請

者

説

文

日

請

謁

也

祇

也

扣

也

讃

爲

レ

上

声

今

謂

請

者

ノ

請
観
世
音
菩
薩
消
伏
毒
害
陀
羅
尼
三
昧
儀
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ヲ

ス

テ

ヲ

ニ

ハ

ー

ト

Ｉ

ト

ハ

ニ

ハ

妖
魅
鼠
伏
以
密
語
神
光
一
不
し
応
二
錬
訳
一
或
謂
二
之
真
言
文
一
三
昧
儀
戒
環
師
日
三
昧
此
云

ト

ト

ニ

・

卜

ニ

ハ

・

卜

フ

ノ

ノ

ヲ

ロ
ロ
圓
斑
一
云
二
三
昧
正
受
一
者
非
下
謂
レ
梵
語
三
昧
上
此
云
二
正
受
一
謂
二
正
定
中
受
用
之
法
一

ヲ

~
~

ス

キ

ヲ

ス

ヲ

ノ

ル

ト

間
異
邪
受
一
賓
積
経
云
三
昧
及
正
受
一
妙
口
相
者
催
し
邪
表
し
正
而
不
し
住
し
相
也
儀
者

キ

ロ
也
威
儀
也
帆
也
法
也
義
也

（
東
脱
）

幸

ナ

ニ

メ

テ

ニ

し

』

山
沙
門
遵
式
始
於
二
天
台
國
清
一
集
於
二
四
明
大
重
山
蘭
若
一
再

~
~

ノ

二

天

台

宗

也

ニ

ク

竺

天

）

有
二
恵
林
宗
本
一
其
次
有
二
遵
式
一
云
一
慶
和
尚
口
線
之
口
日
観
音
熾
儀
口
台
宗
遵
式

ノ

ス

ト

？

カ

ハ

ー

ア

ヲ

法
師
所
集
也
諸
繊
ｎ
Ｕ
第
ｎ
Ｕ
則
口
之
説
不
し
可
レ
取
レ
之
以
二
一
慶
之
語
一

シ

ヲ

ハ

リ

二

二

ハ

ノ

ス

チ

ニ

可
レ
爲
レ
證
レ
之
天
台
在
二
台
州
一
當
二
京
洛
之
艮
一
台
星
名
也
其
地
應
二
天
之
三
台
星
之
分
一

~
~

ヲ

ハ

ハ

チ

故
名
レ
之
國
清
即
寺
之
名
也
寒
山
拾
得
遊
戯
之
地
也
四
明
州
是
也
太
震
即
在
二
明

ナ

リ

ニ

ハ

卜

云

ス
東
山
即
天
台
之
東
山
也
遵
式
之
住
居
也
沙
門
者
梵
語
華
勤
息
勤
善

ム

ロ

ノ

ハ

ハ

ノ

二

一

℃
Ｖ
び
り

息
悪
之
義
也
僧
之
異
穐
也
遵
式
其
名
也
或
云
六
祀
大
監
青
原
行
思
其
末
業

ニ

ハ

巳

卜

チ

ノ

ヘ

ノ

ツ

ヲ

フ

ハ

ヒ

ス

ハ

州
一
也
蘭
若
此
云
二
寂
静
虚
一
即
一
牛
鳴
一
杵
音
隔
二
俗
界
一
謂
二
之
蘭
一
口
若
一
再
治
者

メ

ハ

テ

ニ

ム

ヲ

モ

リ

ト

．

・

リ

二

二

ス

可

０

ヲ

ラ

ス

ル

ヲ

リ

始
於
二
國
清
一
集
二
此
儀
帆
一
難
し
然
大
意
未
し
備
故
再
於
二
大
霊
蘭
若
一
潤
色
不
し
足
削
二
却
有
レ
餘

ク

ル

於
レ
是
乎
経
理
全
成
価
記
之

リ

フ

ニ

ヲ

リ

ノ

シ

シ

ノ

ノ

レ

ウ

有
二
三
篇
一
撰
二
此
書
一
有
二
三
大
意
一
猶
如
諸
経
序
一
正
流
通
之
三
料

（

是

か

）

シ

ツ

ニ

ロ

即

同

二

諸

経

序

之

ｎ

Ｕ

－

経

所

レ

起

先

詳

述

之

叙
縁
第
一
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ス

ヲ

ク

ト

ト

ヲ

シ

而
常
照
名
し
観
離
し
言
二
初
後
一
元
二
元
し
別
是

ノ

ノ

ク

テ

テ

ス

ノ

ヒ

ヲ

信

乎

疏

則

法

蔵

疏

也

天

台

止

観

等

者

蓋

台

宗

所

用

悉

‐

取

以

證

此

美

一

ヲ

ツ

ノ

ヲ

ニ

ソ

ト

ト

ノ

天
台
智
者
大
師
以
二
空
假
中
三
一
立
止
観
法
門
一
其
暑
１
日
法
性
寂
然
名
し
止
寂

〃

。

〃

テ

ヲ

卜

シ

等
言
伸
三
レ
人
増
二
長
正
‐
心
言
佛
語
以
義
爲
本
不
以
レ
文
爲
レ
是
若
多
用
二
華

ヲ

ヲ

チ

ニ

チ

シ

美

之

文

一

則

不

レ

似

二

佛

語

一

即

可

レ

知

然

則

世

人

豈

取

ヲ

題
一
爲
レ
正
説
捨
異
説

体

ヲ

ノ

用

ハ

テ

ス

二

指
葉
一
即
理
也
迦
葉
微
笑
是
其
事
也
於
二
外
教
一
則
孔
子
一
貫
即
理
也
曽
子
一
唯

夕

ク

~
~

ス

ヲ

即
事
也
又
有
教
行
理
之
三
一
未
一
一
全
備
一
故
前
後
錯
雑
以
レ
是
命
用
二
清
聲
音
一
以
之

ラ

ン

カ

ヲ

リ

ヲ

ニ
者
爲
二
國
清
集
一
多
潤
色
之
語
一
並
削
去
悉
用
一
経
疏
止
観

ナ

リ

テ

ナ

リ

雑
命
用
二
経
題
以
二
異
衆
製
事
理
者
一
切
之
義
萬
法
之
用
出
辞
題
色

テ

ス

ニ

レ

ハ

即

事

也

未

口

顕

一

即

理

也

於

一

一

内

教

一

則

世

尊

二

再

釈

ノ

ヒ

ス

ノ

ア

リ

ニ

ハ

ス

テ

叙

縁

起

云

此

文

再

‐

治

几

四

因

縁

一

者

爲

二

國

清

始

其

間

事

理

文

句

錯

、

ン

ノ

一

一

。

ン

ノ

ー

ケ

ー

プ

観
修
第
三
流
握
也
是
即
同
二
諸
経
流
通
分
一
如
法
花
経
一
若
於
閻
浮
提
内
一
廣
令
二
流
布
一
使
不
断
‐
絶

蓋

謂

之

耶

ノ

、

ン

ノ

~
~
卜

ト

ー

明
正
意
第
二
化
仏
談
也
是
即
同
二
諸
経
正
宗
分
同
Ｕ
所
宗
之
体
用
分
明
説
之
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テ

ノ

ス

ヒ

ヨ

グ

ニ

ニ

ハ

ナ

リ

ク

已
歸
命
礼
二
観
世
音
菩
薩
及
一
切
三
賓
一
之
後
警
意
相
類
之
繊
悔
須

リ

テ

ル

ヲ

ス

ノ

ノ

ト

有
四
段
一
依
レ
ロ
削
レ
之
者
也
一
慶
科
二
此
文
□
口
繊
悔
歸
命
一

ヲ

ル

テ

ニ

以

二

像

願

二

字

一

推

三
者
國
清
所
レ
集
於
二
繊
願
文
後
一
更
作
レ
四
‐
悔
レ
之
於
二
繊
悔
發
願

ル

ー

ノ

ヲ

~
~
予

看

二

新

渡

印

本

一

音

切

分

明

有

し

之

又

見

ユ

ニ

一

本

言

洲

リ

去

テ

諸

~
~
並

音

切

梵

字

梵

字

ハ

元

也

ハ

（
儀
）

ノ

ヲ

二

ス

ニ

ノ

ヲ

卜

観

口
井
観
恵
等
文
一
直
嶌
二
佛
位
並
繊
願
題
云
観
音
繊
摩
者

ハ

ノ

ニ

テ

ヲ

二

二

即
定
也
恵
者
即
想
也
始
之
本
観
想
偶
等
有
今
去
レ
之
直
蔦
し
佛
位

ク

ハ

ハ

者
第
一
置
二
釈
迦
第
二
居
二
無
量
毒
等
一
也
餘
推
レ
之
可
知

ノ

ハ

テ

ノ

ニ

ム

ヲ

ヘ

ル

ノ

ヲ

ニ

ル

前

一

本

即

依

二

観

恵

等

事
後
一
令
二
運
念
一
備
免
三
使
ル
可
ヲ
行
人
時
有
二
虚
郷
一
文
一
煩
ィ
多
シ
捨
タ
リ
之
取
レ
佛
‐
位

ヲ

ニ

ハ

ス

ナ

リ

ナ

リ

ク

テ

ノ

ヲ

又

一

本

全

行

脱

落

意

故

厘

別

全

尽

見

観

恵

等

文

一

安

於

ニ

シ

ノ

ー

ス

ノ

ナ

リ

之
間
一
念
多
二
散
乱
心
一
如
レ
對
レ
仏
可
證
二
請
一
心
己
口
救
□
口
分

テ

ノ

コ

シ

テ

ノ

ル

カ

ニ

テ

カ

ス

此
一
本
又
文
字
全
行
遺
去
而
経
意
不
レ
備
故
去
レ
餘
補
レ
欠
修
行
之
理
完
然
□

ハ

チ

ノ

キ

ー

リ

ハ

運
念
即
観
念
也
諸
経
儀
帆
之
中
有
二
運
心
供
養
之
法
虚
郷
者
□
口
一
心

再

請

ノ

ハ

ル

モ

ト

ニ

シ

ハ

ス

ヲ

已

下

十

意

明
正
意
云
釈
観
音
疏
依
レ
旧
約
し
十
意
明
し
方
‐
法
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ナ

リ

ヲ

ウ

卜

如

是

謂

二

事

理

一

言

應
即
業
淨
：
即
障
し
除
き
即
會
慰
息
膳
誉
即
元
二
事
理
一
暇

ス

レ

ハ

チ

レ

ハ

チ

リ

チ

カ

ナ

ウ

ニ

フ

チ

ノ

ナ

リ

ス

レ

ハ

チ

ス

ウ

ハ

ナ

リ

者

事

三

業

之

機

成

熟

即

三

徳

即

顕

現

三

能

會

則

自

他

不

二

邪

正

一

癖
蠅
般
若
即
今
一
一
十
科
〃
事
行
う
約
ｉ
｜
理
ニ
ァ
，
｜
｜
｜
〈
順
蘆
尼
一
中
道
正
観

~
~

ナ

リ

ヘ

ノ

ヲ

レ

ハ

ノ

ハ

皆
通
者
嚴
淨
道
場
之
中
須
レ
具
餘
口
一
然
‐
則
所
し
修
物
事
也
所
修
道
理
也

ソ

ハ

豈
約
事
而
已
而
ロ
レ
理
乎
三
業
身
口
意
也
二
一
唾
ハ
鍾
障
業
障
煩
悩
障
也
三

リ

ニ

ハ

テ

ノ

ヲ

ハ

レ

ス

ヨ

ラ

ン

ニ

ル

ト

ナ

リ

ニ
歴
二
事
修
観
一
此
‐
之
事
理
必
籍
二
三
業
一
ミ
ミ
成
し
機
理
元
不
レ
應

レ

リ

ク

ク

カ

ナ

フ

ニ

ス

ル

ニ

倶
備
二
三
業
悉
淨
三
障
威
會
二
三
徳
一
解
脱
要
道
一
何
坦
然
約
事

モ

ー

ー

ハ

ノ

ヘ

叩

″

ス

今
錐
二
十
專
依
二
百
録
一
爲
準
然
此
十
意
各
具
事
理
皆
通
感
応

ク

応
二
如
是
衆
等
已
下
願
ニ
ハ
ヶ

此
散
花
等
之
諸
文
二
芙
四
繋
念
数
息
須
偕
發
菩
提
心
之
後
一
供
養
已

前

有

二

繋

念

数

息

一

ス

ヲ

ソ

ナ

ウ

ヲ

ニ

ハ

ス

ヲ

一

天

二

呈

五
請
二
三
賓
一
六
具
二
楊
枝
淨
水
一
七
諭
し
呪
八
披
レ
陳
九
礼
拝
十
坐
輝

ス

曹
瀞
道
漂
雫
二
貢
作
八
雲
心
ゞ

二

三

焼

香

散

花
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ニ

ク

シ

ヲ

ス

ニ

ス

（

生

）

経
ｌ
云
汝
今
應
下
五
体
投
レ
地
焼
香
散
花
繋
念
数
息
上
爲
衆
□

ニ

ニ

ス

ノ

ヲ

ヒ

ク

ノ

ヲ

ニ

ヒ

ニ

（

■

）

故

當

レ

請

二

彼

佛

一

及

二

菩

薩

説

是

語

一

時

佛

及

菩

薩

倶

到

此

□

ク

ト

ケ

ス

舎

卜

請
観
音
経
日
如
是
我
聞
一
時
佛
在
下
毘
離
庵
羅
樹
園
一
与
二
千
二
百
五
十

ト

ノ

ウ

ヘ

イ

ニ

ノ

シ

ハ

ツ

ヲ

比
丘
一
乃
至
毘
舎
離
國
一
切
人
民
遇
二
大
悪
病
三
者
眼
赤
如
レ
血
二
者
雨
耳
出
し
膿

・

ト

モ

ヲ

ナ

リ

ル

ス

ハ

ソ

シ

ヲ

メ

玉

へ

良
醤
耆
婆
壼
二
其
道
術
一
所
し
不
し
能
し
救
唯
願
世
尊
慈
二
黙
一
切
一
救
．
済
病
苦
一
令

テ

ニ

ク

ル

可

Ｉ

ヲ

リ

ト

得
上
無
し
患
余
時
世
尊
告
二
長
者
一
言
去
レ
此
不
レ
遠
有
レ
菩
薩
名
二
観
世
音
菩
薩
一

ヨ

リ

ル

ソ

ル

ト

〆

三
者
鼻
中
血
流
四
者
舌
喋
元
レ
聾
五
者
所
レ
食
之
物
化
爲
二
麓
澁
一
六
者
識
閉
塞

ク

コ

ツ

ノ

ト

リ

ヲ

シ

、

テ

如
レ
酔
１
人
有
二
五
夜
叉
一
名
詑
華
迦
羅
一
面
黒
如
墨
而
有
二
五
眼
一
狗
牙
上
出

ヲ

ニ

ニ

リ

ノ

テ

ウ

カ

イ

ト

ノ

吸
二
入
精
氣
一
時
毘
舎
離
大
城
之
中
有
二
一
長
者
一
名
日
二
月
蓋
一
与
其
同
類
五
百

二

ス

ニ

ヲ

ス

ニ

ニ

〃

〃

ノ

ブ

~
~

長
者
倶
詣
レ
佛
所
頭
面
作
し
礼
却
住
二
一
面
一
白
し
佛
言
世
尊
此
國
人
民
遇
二
大
悪
病
一

~
~

ヲ

シ

ヲ

シ

玉

フ

ヲ

シ

ニ

シ

シ

恒
以
二
大
慈
一
憐
二
感
一
切
一
救
二
済
苦
厄
一
汝
當
五
体
投
レ
地
作
レ
礼
焼
レ
香
散
花
繋
念
数
息

ヲ

ノ

ノ

ニ

ニ

ノ

ノ

テ

ニ

ス

令
レ
心
不
レ
散
経
二
十
念
一
爲
二
衆
生
一
故
鐺
レ
請
彼
佛
及
菩
薩
神
力
往
毘
舎
離
國
一
住
二
城
門
一
放

ヲ

ス

ヲ

ナ

ル

ト

ヲ

大
光
明
一
照
二
彼
國
一
皆
作
し
金
色
余
時
毘
舎
離
人
即
具
し
楊
枝
淨
水
投
二
与
観
世
音
一
大
悲
観
世

ヲ

ク

ク

ヲ

ス

ノ

ヲ

音

救

二

護

一

切

一

故

而

説

呪

日

普

救

二

一

切

衆

生

一

而

作

二

是

言

一

汝

等

今

者

ス

応
し
當
三
一
心
称
二
南
無
佛
南
元
法
南
元
僧
南
元
観
世
音
菩
薩
摩
訶
薩
大
悲
代
名
称

ス

ル

タ

ヒ

ル

タ

ヒ

シ

ミ

ヲ

シ

ニ

テ

ニ

救
一
剖
護
苦
厄
者
如
レ
此
三
称
し
三
賓
三
称
二
観
世
音
菩
薩
名
一
焼
香
五
体
投
レ
地
向
二
西
方
一
一

二

ム

チ

メ

テ

ヲ

ヲ

ハ

玉

へ

ヲ

心
一
意
令
レ
氣
息
定
爲
免
苦
厄
請
観
世
音
合
十
指
一
説
し
偶
云
願
救
二
我
苦
厄
一
乃
至
到
及

~
~

ノ

ハ

チ

ワ

ラ

ノ

ヲ

與
大
浬
桑
一
今
像
法
文
唯
取
二
此
意
一
不
し
取
二
前
後
次
第
之
文
一
笑
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ニ

テ

レ

ン

ー

ト

ヲ

テ

ヲ

ク

ノ

ヲ

ニ

テ

ヲ

形
一
來
日
我
欲
し
祭
天
用
二
人
之
肉
司
返
Ⅱ
Ｕ
喜
取
レ
刀
割
二
身
肉
一
時
長
者
女
覗
し
之

フ

ニ

ヲ

ウ

ニ

テ

ス

ヲ

ノ

ー

ノ

ｂ

卜

テ

ロ
レ
ロ
故
即
答
以
口
事
信
帝
尺
這
川
川
Ⅱ
Ｕ
本
形
一
於
レ
是
与
二
長
者
女
一
共
具
二
百

ｅ

ヲ

テ

、

ニ

ク

ヲ

テ

ヲ

~
~

ナ

カ

雪

フ

ス

ニ

テ

ニ

ヨ

リ

（

而

）

味
一
詣
二
佛
所
一
聞
二
般
若
一
聞
レ
法
未
レ
具
法
涌
即
入
一
一
禅
定
一
常
啼
立
待
レ
之
至
二
十
九
年
一
天
出
□

~~~
~

ノ

テ

ン

ヲ

ナ

イ

テ

ヲ

ヲ

テ

カ

ラ

ス

ノ

ノ

ヲ

一

ナ

。

〃

後

七

日

菩

薩

即

出

定

以

説

般

若

一

悪

魔

叫

レ

之

悲

以

個

二

城

内

外

水

一

常

啼

即

把

レ

刀

割

キ

テ

ノ

（

浦

）

ノ

ー

ク

ヲ

テ

キ

可

ヲ

（

灯

か

）

ナ

リ

常

啼

菩

薩

往

往

一

一

尋

香

城

法

調

菩

薩

所

一

聴

般

若

一

悲

レ

元

二

香

花

□

之

明

證

テ

ン

ト

ヲ

ソ

ノ

明

之

具

欲

し

責

し

身

以

充

、

Ｕ

天

帝

尺

爲

レ

試

二

信

不

信

一

化

二

婆

羅

門

整

‐

足

感

應

炳

然

行

者

思

し

之

炳

然

明

白

之

貝

也

芙

二

〆

■

卜

迅

ノ

ヘ

テ

首

尾

十

意

既

勢

一

ヲ

ム

ル

ー

サ

ウ

ノ

唐

者

虚

也

ソ

、

イ

テ

ヲ

タ

、

ク

ヲ

ノ

三
業
一
勿
レ
使
二
唐
喪
一
喪
者
滅
也
常
啼
泗
レ
血
章
提
扣
レ
頭
此
亦
今
ｌ
初
二
意
感
應

ス

ル

チ

ヲ

ス

ノ

ヲ

持
讃
調
等
即
超
‐
越
無
量
元
数
阿
僧
祇
劫
生
死
之
罪
一
證
二
唱
謂
意
十
意

シ

ク

ル

ヲ

ン

ハ

見

仏

之

文

一

蓋

挙

二

始

末

一

則

虚

曽

破

障

見

佛

文

證

二

披

陳

意

一

得

し

聞

此

経

受

~
~
ハ

ス

ノ

ヲ

テ

ク

７

ヲ

ノ

ク

ウ

ノ

ヲ

中
須
レ
備
二
此
儀
一

シ

ノ

ヒ

ノ

ヲ

ス

ノ

ヲ

今

俄

摩

唯

始

末

場

及

第

六

意

一

三

呪

皆

云

二

現

前

見

佛

毫

亟

二

調

呪

意

｝

ナ

リ

リ

ニ

呪

之

功

徳

有

ス

ノ

ヲ

リ

ハ

ク

ヲ

致
於
斯
投
地
證
二
二
番
作
礼
一
餘
證
請
等
三
意
又
國
人
面
授
二
楊
枝
淨
水
一
此
證
道

ス

ル

ヲ

ナ

リ

ン

ソ

タ

セ

ウ

ヲ

二

此
牟
尼
設
請
レ
之
法
那
未
二
修
行
一
但
云
説
此
語
一
時
佛
等
早
降
自
非
三
請
力
安
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ス

ノ

ヲ

ス

ヲ

ス

観
樹
亦
経
行
疏
日
華
嚴
之
後
分
二
陰
舎
那
身
二
礼
大
口
相
一
示
し
成
、
川

~
~
二

シ

ヲ

ル

ニ

チ

第
一
莊
嚴
道
場
百
録
日
當
二
嚴
飾
道
場
一
香
泥
塗
し
地
即
元
上
戸
羅
也

ヲ

~
~

阿

含

経

日

十

法

修

レ

之

至

二

浬

薬

一

所

し

謂

十

念

也

念

仏

念

法

念

僧

十
念
今
當
レ
説
念
天
念
戒
念
施
念
住
息
念
安
般
念
身
念
死

フ

ヲ

、

ウ

可

ヲ

ヲ

ナ

リ

~
~證二ｎＵ
當

思

二

以

レ

道

蔭

物

書

日

自

用

者

小

弗

訶

勿

庸

ウ

二

訶

解

者

之

儀

一

レ

ニ

ル

ハ
セ
ニ
、
、
ウ
ニ
維
摩
経
日
善
心
是
道
場
乃
至
葦
足
下
捉
當
レ
知

或
未
し
達
當
二
自
詞
二
解
者
一
皆
從
二
道
場
一
来
住
口
佛
法
一
§
華
経
日
我
始
坐
道
場

ル

ス

ニ

シ

レ

ー

輔

）

ノ

ナ

シ

ル

レ

ハ

ニ

ク

ロ

ス

ニ

滅
障
良
難
此
如
二
補
行
記
一
所
し
呵
至
二
於
正
修
一
須
三
心
通
二
廣
遠
一
事
理
明
白

メ

（

法

）

カ

ン

ヵ

阿
闇
世
王
爲
二
口
華
聰
一
衆
口
餘
例
ノ
可
峰
知
ル
几
置
才
訓
ハ
道
場
一
渡
リ
ニ
同
ユ
ハ
俗
務
一
一
反
テ
招
才
罪
累
亨

チ

ヲ

則

母

之

信

敬

可

レ

知

也

シ

『

ブ

み

〃

．

ソ

テ

メ

ル

ト

（

浦

）

ヲ

ホ

、

ツ

レ
身
出
し
血
酒
し
塵
天
又
感
ｌ
以
腱
血
変
成
二
香
水
一
於
レ
是
法
調
出
し
定
説
し
般
若
事
署
出
二
大
般
若

~
~

テ

ヲ

ス

ル

ヲ

ノ

三
百
九
十
八
巻
一
章
提
希
夫
人
扣
レ
頭
讃
二
説
法
一
者
摩
娼
陀
國
頻
婆
闇
羅
王
夫
人
其
子

ト

ハ

ニ

ハ

ハ

ツ

ヨ

叩

〃

戸

羅

此

ケ

ノ

ヲ

チ

ル

ノ

ー

法

師

日

香

水

旛

蓋

出

二

於

敬

心

一

普

口

経

懸

レ

諸

幡

蓋

一

即

雛

二

法

界

上

一

シ

ノ

ノ

キ

二

〃

六

戒

也

日

若

四

輩

男

女

臨

終

時

於

二

七

日

一

造

二

作

Ⅱ
Ｕ
観
樹
経
行
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セ

ニ

テ

ヲ

作
侶
一
故
往
二
覗
聴
不
し
投
二
金
銀
銭
賓
一
云
冒

し

~
~
レ

ハ

セ

リ

ク

二

倫
不
婬
不
妄
不
酒
不
レ
在
二
高
床
一
不
二
非
レ
時
食
一
不
二
華
霊
理
路
一
香
油
塗
し
身
不
二
寄
舞

~
~

ス

ト

ノ

ヲ

ヲ

阿
含
經
日
八
日
十
四
十
五
日
爲
二
八
斎
日
一
四
失
五
口
止
諸
臣
一
観
□
口
世
間
善
不
善

ス

ヲ

ス

ヲ

ル

齋
法
者
壼
二
形
寡
一
持
五
戒
一
是
真
人
也
我
今
持
レ
斎
至
レ
明
、
川
Ⅱ
Ｕ
不
殺
不

ス

ル

ニ

ヲ

ナ

リ

ハ

ナ

リ

ク

ウ

ヲ

ッ

ヲ

ロ

ロ

ロ

千

手

按

二

大

悲

經

一

三

七

日

此

經

七

冒

日

悉

用

斎

日

一

建

レ

道

場

経

口

斎

日

者

ヲ

（

當

脱

か

）

メ

ヲ

ニ

ス

ル

ノ

ン

『

ｌ

ヲ

ツ

テ

カ

ヲ

ヘ

ヨ

ソ

床

一

日

蛍

壼

レ

カ

當

シ

レ

供

養

恐

二

力

不

レ

逮

聴

初

日

必

先

課

二

己

資

財

口

伸

一

傾

掲

ニ

メ

ヲ

~
~
ル

ニ

ス

セ

ヨ

ニ

シ

ナ

ラ

ハ

ケ

清

淨

着

二

新

淨

衣

一

行

者

當

十

人

已

還

當

シ

レ

西

１

向

席

し

地

含

若

旱

湿

置

二

低

脚

・

ソ

ヲ

二

（

像

脱

か

）

ヲ

シ

ル

『

Ｉ

ヲ

シ

セ

ハ

テ

ヲ

リ

ニ

至
一
南
向
更
安
二
程
迦
一
無
し
妨
二
設
楊
‐
枝
淨
水
一
若
便
利
左
右
以
レ
灰
塗
レ
身
操
‐
浴

ノ

ノ

ニ

ス

ス

ノ

二

於

二

観

世

音

菩

薩

左

肩

一

南

面

観

音

像

當

中

東

向

観

音

右

肩

安

二

勢

（

本

）

ナ

リ

ト

ニ

ヘ

リ

（

徹

）

ヲ

陰
口
空
一
如
レ
免
子
縛
起
大
慈
悲
ｎ
Ｕ
之
一
也
莊
嚴
口
備
然
後
安
レ
ロ

ハ

ス

ナ

ナ

リ

ト

（

煩

）

シ

五

陰

色

受

想

行

識

也

照

五

陰

皆

空

□

口

悩

之

母

忽

滅

ハ

ニ

、

テ

ス

ヲ

道

場

東

向

安

二

弥

陀

像

一

ス

ソ

元
明
之
子
解
只
韓
口
謂
二
煩
悩
Ⅱ
Ｕ

黄
幡
一
懸
二
著
刹
上
一
使
レ
獲
二
福
徳
言
離
し
巫
難
苦
竜
速
カ
ニ
生
聿
動
出
ノ
解
言
蓋
者
観
五

ヲ

セ

リ

二

生
十
方
仏
前
也
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ス

ト

ハ

ナ

リ

号

二

能

忍

一

世

尊

唯

我

独

尊

之

義

ニ

ク

空

ハ

廿

空

ノ

中

ヲ

云

也

コ

モ

ノ

、

想

云

能

口
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